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資料２ 
 

浜松市における環境影響評価制度の対象事業 

 

 

  環境影響評価法 対象事業 

①（仮称）浜松湖西豊橋道路（静岡県区間） 

 ※浜松市から湖西市を通り、豊橋市へとつながる道路のうち、静岡県区間を対象としたもの 

都市計画決定権者 浜松市、静岡県 計画地 起点：浜松市浜名区 

終点：静岡県と愛知県の県境 

対象事業の種類 高速自動車国道または

一般国道（自動車専用道

路）の新設 

対象事業の規模 延長：13km 

※愛知県区間：13km 

 

手  続  状  況 

配慮書 2021.12.23 提出 → 2022.3.8 市長意見 

方法書 2024.7.3 提出 

今後の流れ 方法書審査 

備考 事業者に代わり、都市計画決定権者が環境影響評価手続きを行う。 

 

②（仮称）浜松陸上風力発電事業 

事業者 浜松陸上風力発電株式会社 計画地 天竜区 

対象事業の種類 電気工作物の設置(風力) 対象事業の規模 出力 最大 50,400kW 

基数 最大 12 基 

手  続  状  況 

配慮書 2022.10.3 提出 → 2022.12.5 市長意見 

今後の流れ 方法書提出（時期未定） 

 

 

③（仮称）浜松市沖洋上風力発電事業 

事業者 浜松洋上風力発電合同会社 計画地 浜松市沿岸海域 

対象事業の種類 電気工作物の設置(風力) 対象事業の規模 出力 最大 625,000kW 

基数 最大 66 基 

手  続  状  況 

配慮書 2022.10.31 提出 → 2022.11.25 市長意見 → 2023.1.20 県知事意見 

今後の流れ 方法書提出（時期未定） 

 

 



 

資料２ 
 
 

  浜松市環境影響評価条例 対象事業 

①浜松市新清掃工場及び新破砕処理センター施設整備運営事業 

事業者 浜松市（天竜清掃事業所） 計画地 天竜区青谷 

対象事業の種類 廃棄物処理施設の建設 

（ごみ焼却施設） 

対象事業の規模 焼却施設 399t/日 

（破砕施設 64t/日も設置） 

手  続  状  況 

方法書（県条例） 2014.10.20 提出 → 2014.12.26 市長意見 → 2015.3.10 県知事意見 

準備書～評価書 2017.1.16 準備書提出 → 2017.6.15 市長意見 → 2017.9.29 評価書提出 

事後調査計画書 2018.1.29 提出 → 2018.2.28 市長意見 

事後調査報告書１ 2019.5.17 提出（調査時期：2018 年度） 

事後調査報告書２ 2021.5.13 提出（調査時期：2019～2020 年度） 

工事完了届 2024.4.1 

事後調査報告書３ 2024.6.11 提出（調査時期：2021～2023 年度） 

今後の流れ 事後調査報告書３ 審査 

供用開始後の事後調査実施 

 

②（仮称）青谷コース新設事業 

事業者 スズキ（株） 計画地 天竜区青谷（①の南側） 

対象事業の種類 工業団地の造成 対象事業の規模 面積 53.36ha 

手  続  状  況 

方法書（県条例） 2015.3.31 提出 → 2015.6.18 市長意見 → 2015.8.17 県知事意見 

準備書～評価書 2017.7.31 準備書提出 → 2018.2.6 市長意見 → 2018.5.10 評価書提出 

事後調査計画書 2019.5.31 提出 → 2019.6.28 市長意見 

今後の流れ 工事着手（時期未定） 

 

③一般国道 474 号三遠南信自動車道（水窪～佐久間） 

事業者 国土交通省 計画地 天竜区水窪町～佐久間町 

対象事業の種類 高規格幹線道路の新設 対象事業の規模 道路延長 約 14.4km 

手  続  状  況 

方法書（県条例） 2014.9.12 提出 → 2014.12.24 市長意見 → 2015.3.13 県知事意見 

準備書～評価書 2017.7.31 準備書提出 → 2018.6.4 市長意見 → 2018.10.23 評価書提出 

事後調査計画書 2022.3.30 提出 → 2022.4.28 市長意見 

今後の流れ 工事着手（時期未定） 

 



 

資料２ 
 
 

  令和 5 年度廃止手続きが行われた事業 

①（仮称）天竜風力発電事業 

事業者 JR 東日本エネルギー 

開発（株） 

計画地 天竜区佐久間町及び水窪町 

対象事業の種類 電気工作物の設置(風力) 対象事業の規模 出力 最大 60,000kW 

基数  

手  続  状  況 

配慮書 2019.8.21 提出 → 2019.10.18 市長意見 

方法書 2021.1.13 提出 → 2021.7.26 市長意見 

事業廃止 2023.6.15 通知 

 

②（仮称）ウインドパーク天竜風力発電事業 

事業者 株式会社シーテック 計画地 天竜区佐久間町及び龍山町 

対象事業の種類 電気工作物の設置(風力) 対象事業の規模 出力 最大 75,000kW 

手  続  状  況 

配慮書 2019.8.29 提出 → 2019.10.18 市長意見 

方法書 2020.6.15 提出 → 2020.11.26 市長意見 

準備書 2022.10.27 提出 → 2023.3.31 市長意見 

事業廃止 2023.9.20 通知 

 

   

 

 

 

 

 



資料 3 
（仮称）浜松湖西豊橋道路（静岡県区間） 

環境影響評価方法書手続きについて 
 

都市計画決定権者 浜松市（浜松市内） 

静岡県（湖西市内） 

事業の場所 始点：浜松市浜名区 

終点：静岡県と愛知県の県境 

都市計画対象事業

の種類 

高速自動車国道または一般国道（自動車専用道路）の新設 

過去の流れ 令和 3 年 12 月 計画段階環境配慮書（配慮書）提出 

令和 4 年  3 月 浜松市長意見 

令和 4 年  7 月 通知「浜松湖西豊橋道路の都市計画決定について」発出 

        （以降の手続きを都市計画決定権者が実施） 

 

○環境影響評価方法書とは 

環境影響評価における各項目（動植物、生態系、水環境、景観…）について、以下のよう

な計画を示した図書 

・調査の手法 

・工事中・供用開始後の環境への影響を予測する手法 

・予測に対する評価を行う手法 

都市計画決定権者は、方法書手続きの過程で説明会を開催し、広く環境保全の見地からの

意見を聴き、県知事意見等も踏まえて環境影響評価の手法を決定する。 

 

 



























No. 所属 セクション 内容 回答

1
カーボンニュート
ラル推進事業本部

要約書
4-9
8-27

表 4-3(4)、表 8-3(23)
浜松市では「浜松市地球温暖化対策実行計画(区域施策編)」（令和 3 年 4
月、浜松市）を策定しており、2030 年度の温室効果ガス排出量を 2013
年度比で 30％削減する目標を設定しています
↓
浜松市では「浜松市地球温暖化対策実行計画(区域施策編)」（令和 6 年 4
月、浜松市）を策定しており、2030 年度の温室効果ガス排出量を 2013
年度比で 52％削減する目標を設定しています

準備書で修正します。

2 文化財課
4-1-103
（表4-1-51(7)）

文化財保護法に基づく国指定文化財のみが選定基準となっているが、配慮書
に対する意見に記載したとおり県指定及び市指定の文化財についても加えて
ください。
マンサクには県指定天然記念物「鵺代のマンサク」があります。

「重要な植物群落等」で整理・把握しており、県指定天然記念
物「鵺代のマンサク」はp.4-1-114（表4-1-54)に記載してい
ます。

3 文化財課
4-1-109
（表4-1-51(13)）

上記に同じ。
「玉洞寺のサザンカ」をツバキ科・サザンカで追加してください。

「重要な植物群落等」で整理・把握しており、市指定天然記念
物「玉洞寺のサザンカ」はp.4-1-114（表4-1-54)に記載して
います。

4 文化財課
4-1-125
（表4-1-60(1)）

乎那の峯は規定根拠AではなくEとしてください。
根拠A及びEどちらにも該当すると考えられるため、準備書で修
正します。

5 文化財課
4-1-125
（表4-1-60(1)）

姫街道全域を景観に含めてください。石碑や墓所が含まれるのであれば、配
慮書意見時に提出した指定文化財は全件含めてください。

景観資源については、道路環境影響評価の技術手法の記載に基
づき、文化財のうち名勝を選定しています。

庁内からの事前意見に対する見解 参考資料



No. 所属 セクション 内容 回答

庁内からの事前意見に対する見解 参考資料

6 文化財課
4-1-128
（表4-1-61(1)）

人と自然とのふれあいの活動の場として「大福寺」があるが選定基準は何
か？摩訶耶寺は含まれないのか？

出典資料：パンフレット「浜松・浜名湖の旅サポートブック」
に「大福寺」は桜の見どころと記載があるため、人と自然との
ふれあいの活動の場として選定しました。
ただし、道路環境影響評価の技術手法では、人と自然とのふれ
あいの活動の場については「名勝」を含むとされているため、
「摩訶耶寺」も追加で選定し、準備書で修正します。

7 文化財課 4-2-69　（26）

・（26）の6行目「浜松地域遺産認定制度」…「、認定」、
下から8行目「、市認定史跡が2件」、
下から5行目「、市認定有形文化財（建造物）が1件」
下から4行目「、市認定有形民俗文化財が1件」
下から3行目「、市認定無形民俗文化財が1件」
下から2行目「、市認定文化的景観が1件」
については削除してください。
・下から4行目の市指定有形民俗文化財は2件→1件に修正。

準備書で修正します。

8 文化財課 4-2-69　（26）
未指定ですが「姫街道」そのものがこの地域の歴史的に重要な景観になりま
すので、実施にあたり配慮が必要と考えます。

「姫街道」については未指定であるため、文化財や景観資源と
しては記載していません。ただし、姫街道周辺に分布する文化
財については方法書に記載しています。

9 文化財課
4-2-70・71
（表4-2-39(1)(2)）

所在地に地番があるものとないものがあるので統一してください。大字まで
なのか、小字名、地番までなのか？国有林はどこまで記載するのか？
以下は現在の記載に関する訂正箇所。

所在地については出典の記載どおりです。必要に応じて、準備
書で修正します。

10 文化財課
4-2-70
（表4-2-39(1)）

佐久米経塚の所在地を「浜名区三ヶ日町佐久米668-1」へ修正。
所在地については出典の記載どおりです。必要に応じて、準備
書で修正します。

11 文化財課
4-2-70
（表4-2-39(1)）

佐久城所在地を「浜名区三ヶ日町都筑字西山3457-1他」へ修正。
所在地については出典の記載どおりです。必要に応じて、準備
書で修正します。

12 文化財課
4-2-70
（表4-2-39(1)）

乎那の峯の所在地「浜名区三ヶ日町鵺代916-1他」へ修正。
所在地については出典の記載どおりです。必要に応じて、準備
書で修正します。



No. 所属 セクション 内容 回答

庁内からの事前意見に対する見解 参考資料

13 文化財課
4-2-70・71
（表4-2-39(1)(2)）
表4-2-20（1）・（2）

認定文化財については一覧、位置図から削除してください。 準備書で修正します。

14 文化財課
4-2-71
（表4-2-39(2)）

№7は景観ではないため削除（有形民俗文化財　服部正信並びに友清能楽関係
資料）

準備書で修正します。

15 文化財課
4-2-71
（表4-2-39(2)）

№4　正式名称：摂社天羽槌雄神社　へ修正してください。

県の文化財課からは、「浜名惣社神明宮」と記載するように意
見があり、また、資料によって表記が異なっていますので、表
記については相談させていただき、準備書で修正します。

16 文化財課 -
該当頁はないが、名勝庭園の池の水位低下が現時点で問題となっており、特
に大福寺庭園については近年の開発工事との関連も疑われるため影響を極力
回避又は低減していただきたい。

地下水の水位については、静岡県環境影響評価技術指針、浜松
市環境影響評価技術指針を踏まえて適切に調査及び予測・評価
を実施し、必要に応じて環境保全措置を検討します。

17 文化財課 4-2-74～4-2-81

　埋蔵文化財は「指定」ではなく「周知」されるものなので、文言の修正を
お願いします（4-2-74）
　事業計画区域内に「日比沢北山遺跡」が該当しておりますので、対象遺跡
に加えてください（4-2-76・4-2-81）

文言の修正については、準備書で修正します。
「日比沢北山遺跡」については、図面の縮尺の関係で事業実施
区域の実線と重なっているように見えますが、事業実施区域の
外に位置しています。


